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第 2日目 6 月 7 日（金） 第 1会場 1Fメインホール

教育講演17【共通講習：医療倫理】 9:10～11:10

医療倫理 臨床と研究における倫理を考える
………………オーガナイザー：上田英一郎（大阪医科薬科大病院医療総合管理部QI 管理室）

古田 淳一（筑波大医療情報マネジメント学）

［レベル：Advanced］
9 : 10～9 : 16 イントロダクション

9 : 16～10 : 13
EL17-1． 臨床における倫理的問題のシンプルな考え方～DNAR，AD，ACPの整理と共に～

瀧本 禎之1,2）〈たきもと よしゆき〉
東京大学大学院医学系研究科医療倫理学1），
東京大学医学部附属病院患者相談・臨床倫理センター2）

10 : 13～11 : 10
EL17-2． 臨床倫理・研究倫理と司法判断

田邉 昇〈たなべ のぼる〉
中村・平井・田邉法律事務所

特別講演3 11:20～12:00
座長：橋本 公二（愛媛大名誉教授）

SL3． エピジェネティクス入門―その分子機構から臨床応用まで―
仲野 徹〈なかの とおる〉
大阪大学医学部

ランチョンセミナー9 12:10～13:10

アトピー性皮膚炎治療の進化 ……………………………座長：本田 哲也（浜松医大）

LS9-1． 中等症以上のアトピー性皮膚炎に対する治療戦略 Up To Date
～リンヴォックの使用経験を踏まえて～

萩野 哲平〈はぎの てっぺい〉
日本医科大学千葉北総病院皮膚科

LS9-2． JAK inhibitors：One class, unique medicines
Melinda Gooderham
SKiN Centre for Dermatology, Queen’s University, Canada

共催：アッヴィ合同会社
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会頭講演 13:20～13:50
座長：宮地 良樹（静岡社会健康医学大学院大/京都大名誉教授）

PL． 皮膚のふしぎ
椛島 健治〈かばしま けんじ〉
京都大学医学研究科皮膚科

土肥記念国際交換講座 13:50～14:25
座長：天谷 雅行（慶應義塾大）

DML． A Commotion in the Skin: Developing Melanoma Immunotherapies
Martin Röcken
Department of Dermatology, Eberhard Karls Universität Tübingen, Germany

皆見省吾記念賞受賞記念講演 14:25～14:55
座長：天谷 雅行（慶應義塾大）

MA． Activation of the pentose phosphate pathway in macrophages is crucial for granuloma
formation in sarcoidosis

中溝 聡1,2）〈なかみぞ さとし〉
京都大学大学院医学研究科先端医療基盤共同研究講座1），
京都大学大学院医学研究科皮膚科2）

表彰式 14:55～15:25
雑誌論文賞表彰式
日本皮膚科学会雑誌振興賞表彰式
名誉会員之証授与式
ILDS贈呈式

記念写真撮影 15:25～15:40

特別講演5 16:00～17:00
座長：本田 哲也（浜松医大）

SL5． 何をやっても時間は過ぎる；私の研究遍歴
成宮 周〈なるみや しゅう〉
京都大学大学院医学研究科
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第 2日目 6 月 7 日（金） 第 2会場 1Fさくら

教育講演18 9:10～11:10

皮膚研究の最前線 ……………………………オーガナイザー：天谷 雅行（慶應義塾大）
椛島 健治（京都大）

［レベル：Advanced／Update］

9 : 10～9 : 40
EL18-1． 皮膚の幹細胞研究の最前線

西村 栄美〈にしむら えみ〉
東京大学医科学研究所老化再生生物学分野

9 : 40～10 : 10
EL18-2． 血管内皮細胞の heterogeneityと器官形成・組織修復

久保田義顕〈くぼた よしあき〉
慶應義塾大学医学部解剖学教室

10 : 10～10 : 40
EL18-3． 皮膚からの起痒信号を伝達する末梢一次求心性神経

津田 誠〈つだ まこと〉
九州大学大学院薬学研究院薬理学分野

10 : 40～11 : 10
EL18-4． ヒト免疫学の最前線

上野 英樹1,2,3）〈うえの ひでき〉
京都大学大学院医学研究科免疫細胞生物学1），
京都大学高等研究院ヒト生物学高等研究拠点2），
京都大学免疫モニタリングセンターKIC3）

特別講演4 11:20～12:00
座長：伊藤 泰介（浜松医大）

SL4． “Scary and smelly matters”in scarring alopecia：How fragrances may damage hair follicle
stem cells in frontal fibrosing alopecia

Ralf Paus
Dermatology, University of Miami Miller School of Medicine, Miami, FL, USA

ランチョンセミナー10 12:10～13:10

バイオシミラーによる乾癬の新たな治療選択肢
～ウステキヌマブBS登場への期待～ ……座長：五十嵐敦之（いがらし皮膚科東五反田）

LS10-1． ウステキヌマブ BS皮下注 45mgシリンジ「F」の品質，安全性，有効性
長縄 正之〈ながなわ まさゆき〉
富士製薬工業株式会社研究開発本部

LS10-2． 乾癬治療におけるバイオシミラーの現状と今後の展望
高橋 英俊〈たかはし ひでとし〉
高木皮膚科診療所

共催：富士製薬工業株式会社
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イブニングセミナー6 17:10～18:10

12歳以上の円形脱毛症患者さん*に対する新しい選択肢のひとつとしての
リットフーロ
*用法及び用量：通常，12歳以上の小児には，リトレシチニブとして50mgを 1日1回経口投与する
……………………………………………座長：下村 裕（山口大）

乾 重樹（心斎橋いぬい皮フ科/大阪大）

ES6-1． 円形脱毛症の病態と治療，診断のピットフォール
林 良太〈はやし りょうた〉
新潟大学医歯学総合病院皮膚科学分野

ES6-2． 円形脱毛症の新たな選択肢～リトレシチニブの可能性と位置付け～
木下 美咲〈きのした みさき〉
杏林大学医学部皮膚科学教室

共催：ファイザー株式会社
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第 2日目 6 月 7 日（金） 第 3会場 2F Room A

教育講演19 9:10～11:10

美容皮膚科の目指すもの ………オーガナイザー：大原 國章（赤坂虎の門クリニック）
古川 福実（和歌山県立医大名誉教授）

［レベル：Basic／Advanced］

9 : 10～9 : 40
EL19-1． 皮膚科医として必要な美容医療知識～トラブル発生時の対処～

関東 裕美1,2）〈かんとう ひろみ〉
稲田堤ひふ科クリニック1），公益財団法人日本エステティック研究財団理事長2）

9 : 40～10 : 10
EL19-2． クリニックで診る美容皮膚科，クリニックから見える美容皮膚科

小林 美和〈こばやし みわ〉
こばやし皮膚科クリニック

10 : 10～10 : 40
EL19-3． 学会，大学や公立病院の立場から

山本 有紀1,2）〈やまもと ゆき〉
和歌山県立医科大学医学部皮膚科1），日本美容皮膚科学会名誉理事長2）

10 : 40～11 : 10
EL19-4． 美容皮膚科，美容外科が有する問題の解決には，皮膚科と形成外科の協働が重要である

原岡 剛一1,2）〈はらおか ごういち〉
神戸大学大学院医学研究科形成外科学1），RE_CELL CLINIC2）

ランチョンセミナー11 12:10～13:10

ダーマコスメの可能性～アクネからUVケアまで～……座長：黒川 一郎（明和病院）
船坂 陽子（日本医大）

LS11-1． ニキビ治療に取り入れたいニキビケア最新アルゴニズム
野村 有子〈のむら ゆうこ〉
野村皮膚科医院

LS11-2． ニキビを持つ方の紫外線対策
小池 徹〈こいけ とおる〉
日本ロレアル株式会社

共催：日本ロレアル株式会社 ラロッシュポゼ
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イブニングセミナー7 17:10～18:10

慢性蕁麻疹における病態と治療 …………………………座長：佐伯 秀久（日本医大）
猪又 直子（昭和大）

ES7-1． 蕁麻疹の多様な病型と複雑な病態，治療への展望
矢上 晶子〈やがみ あきこ〉
藤田医科大学ばんたね病院総合アレルギー科

ES7-2． 慢性蕁麻疹治療におけるゴールの設定と早期治療の重要性
石黒 直子〈いしぐろ なおこ〉
東京女子医科大学皮膚科

共催：ノバルティスファーマ株式会社メディカル・アフェアーズ本部
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第 2日目 6 月 7 日（金） 第 4会場 2F Room B-1

教育講演20 9:10～11:10

皮膚腫瘍病理update ………………オーガナイザー：吉田 雄一（鳥取大）
福本 隆也（福本皮フ病理診断科）

［レベル：Advanced］

9 : 10～9 : 40
EL20-1． 皮膚腫瘍における遺伝子異常

後藤 啓介1,2,3）〈ごとう けいすけ〉
公益財団法人がん研究会有明病院臨床病理センター病理部，地方独立行政法人東京都立
病院機構がん・感染症センター都立駒込病院病理科，株式会社アイル板橋中央臨床検査
研究所病理診断部1），東京医科大学人体病理学分野，静岡県立静岡がんセンター病理診
断科，中東遠総合医療センター病理診断科，地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪国
際がんセンター病理・細胞診断科2），独立行政法人国立病院機構大阪医療センター臨床
検査科・病理診断科，兵庫県立がんセンター皮膚科，独立行政法人国立病院機構鹿児島
医療センター皮膚腫瘍科・皮膚科3）

9 : 40～10 : 10
EL20-2． Spitz腫瘍

加来 洋〈かく よう〉
久留米大学皮膚科

10 : 10～10 : 40
EL20-3． Acral nevusと Acral melanoma

宇原 久〈うはら ひさし〉
札幌医科大学皮膚科

10 : 40～11 : 10
EL20-4． 皮膚 B細胞リンパ腫の病理診断

藤本 正数〈ふじもと まさかず〉
京都大学医学部附属病院病理診断科

ランチョンセミナー12 12:10～13:10

スペシャリストから学んで納得 円形脱毛症診療ガイドラインを読み解く
…………………………………………………………………座長：下村 裕（山口大）

LS12-1． 円形脱毛症患者の治療への期待や不安を知って，患者さんと治療を選ぼう
植木 理恵〈うえき りえ〉
順天堂大学医学部附属順天堂東京江東高齢者医療センター皮膚科

LS12-2． いざ新時代へ！円形脱毛症診療ガイドラインを使いこなす！
夏秋 洋平〈なつあき ようへい〉
久留米大学医学部皮膚科

共催：日本イーライリリー株式会社 研究開発・メディカルアフェアーズ統括本部
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イブニングセミナー8 17:10～18:10

遺伝性血管性浮腫 診療の実際と今後の治療戦略
…………………………………………………………座長：山下 浩平（京都大血液内科）

肥田 時征（札幌医大）

ES8-1． HAE診療のアンメットメディカルニーズを考える―HAEnCIと地域連携―
馬場 淳徳〈ばば あつのり〉
徳田・馬場クリニック

ES8-2． 患者ファーストの HAE長期治療戦略
森脇 真一〈もりわき しんいち〉
大阪医科薬科大学医学部皮膚科学教室

共催：バイオクリスト・ジャパン株式会社/鳥居薬品株式会社
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第 2日目 6 月 7 日（金） 第 5会場 2F Room B-2

主催校企画4 9:10～11:10

病気を「見る」：イメージング研究最前線……オーガナイザー：江川 形平（鹿児島大）
浦野 泰照（東京大）

9 : 10～9 : 40
SP4-1． 皮膚の生体イメージングの現状と展望

江川 形平〈えがわ ぎょうへい〉
鹿児島大学皮膚科

9 : 40～10 : 10
SP4-2． 生体イメージングによる免疫炎症動態の解明：新たな病原性細胞の発見

石井 優〈いしい まさる〉
大阪大学大学院医学系研究科免疫細胞生物学

10 : 10～10 : 40
SP4-3． 細胞のウォーリーを探せ！

合田 圭介1,2）〈ごうだ けいすけ〉
東京大学大学院理学系研究科化学専攻1），
カリフォルニア大学ロサンゼルス校工学部生体工学科2）

10 : 40～11 : 10
SP4-4． 機能性化学プローブの論理的開発に基づく新たながん医療技術創製

浦野 泰照1,2）〈うらの やすてる〉，藤田 恭平2）

東京大学大学院薬学系研究科1），東京大学大学院医学系研究科2）

ランチョンセミナー13 12:10～13:10

膠原病のマネジメントを再考する～皮膚病変と全身病変～
…………………………………………………………………座長：長谷川 稔（福井大）

LS13-1． ヒドロキシクロロキンの有用性～CLE/SLE標準治療～
岸本 暢將〈きしもと みつまさ〉
杏林大学医学部腎臓・リウマチ膠原病内科

LS13-2． 皮膚エリテマトーデスの病態と治療について
松下 貴史〈まつした たかし〉
金沢大学医薬保健研究域医学系皮膚科

共催：旭化成ファーマ株式会社
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イブニングセミナー9 17:10～18:10

750ピコ秒レーザーを用いた良性色素性疾患の治療 …座長：中野 俊二（中野医院）

ES9-1． 750ピコ秒レーザーの 5年間の使用経験
廣島 光恵〈ひろしま みつえ〉
医療法人恵蝶会広島皮ふ科

ES9-2． ピコ秒レーザーを用いた外傷性色素沈着症の治療
坪内利江子〈つぼうち りえこ〉
銀座スキンクリニック

共催：キュテラ株式会社



プ
ロ
グ
ラ
ム

６
月
７
日

1084

第 2日目 6 月 7 日（金） 第 6会場 1F Room D

教育講演21 9:10～11:10

膠原病と類縁疾患について皮膚科医が知っておくべきTopics
………………………………………………オーガナイザー：佐藤 伸一（東京大）

沖山奈緒子（東京医科歯科大）

［レベル：Basic／Advanced］

9 : 10～9 : 40
EL21-1． 多発性筋炎・皮膚筋炎診療ガイドライン 2024年度版 改訂ポイント解説

植田 郁子〈うえだ いくこ〉
大阪大学大学院医学系研究科皮膚科

9 : 40～10 : 10
EL21-2． 皮膚ループスエリテマトーデスの病態分子機構

宮川 史〈みやがわ ふみ〉
奈良県立医科大学皮膚科

10 : 10～10 : 40
EL21-3． ベーチェット病の病態機構と皮膚症状

川上 民裕〈かわかみ たみひろ〉
東北医科薬科大学医学部皮膚科

10 : 40～11 : 10
EL21-4． 小児リウマチ性疾患の対処と注意点

清水 正樹〈しみず まさき〉
東京医科歯科大学病院小児科

ランチョンセミナー14 11:40～13:10

多汗症診療における医師患者間コミュニケーション ……座長：室田 浩之（長崎大）

LS14-1． 多汗症診療に必要な発汗のメカニズム
中里 良彦〈なかざと よしひこ〉
埼玉医科大学脳神経内科

LS14-2． 日本人における原発性局所多汗症の疾病負荷について
藤本 智子〈ふじもと ともこ〉
池袋西口ふくろう皮膚科クリニック

LS14-3． Disease Burden of Patients with Focal Hyperhidrosis in the United States and the IHHS’s
Efforts

Dee Anna Glaser
Glaser Dermatology ＆ Aesthetics

共催：マルホ株式会社 メディカルアフェアーズ部
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イブニングセミナー10 17:10～18:10

アトピー性皮膚炎治療 up to date ………………………座長：中井 浩三（高知大）
青山 裕美（川崎医大）

ES10-1． オルミエントで拡がる，アトピー性皮膚炎治療戦略
勝田 倫江〈かつた みちえ〉
東京慈恵会医科大学皮膚科学講座

ES10-2． アトピー性皮膚炎のアンメットニーズ
田中 暁生〈たなか あきお〉
広島大学大学院医系科学研究科皮膚科学

共催：日本イーライリリー株式会社
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第 2日目 6 月 7 日（金） 第 7会場 1F Room E

教育実習セミナー『ダーモスコピー』（1回目） 9:10～11:10
オーガナイザー：外川 八英（千葉大）

坂井 浩志（大阪大）

技術協力：カシオ計算機株式会社

イブニングセミナー11 17:10～18:10

疾病負荷の無い日常を目指す遺伝性血管性浮腫（HAE）診療とは
………………………………………………座長：松下 貴史（金沢大）

福田 知雄（埼玉医大総合医療センター）

ES11-1． 発作頻度以外にも目を向けた HAEの長期予防治療戦略
内山 明彦〈うちやま あきひこ〉
群馬大学

ES11-2． HAE治療は長期的トータルコントロールを目指す時代に突入した
本田 大介〈ほんだ だいすけ〉
千葉大学腎臓内科

共催：武田薬品工業株式会社
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第 2日目 6 月 7 日（金） 第 8会場 1F Room C-1

教育講演22 9:10～11:10

遺伝学的解析・診断 基本のキ ………………オーガナイザー：久保 亮治（神戸大）
杉浦 一充（藤田医大）

［レベル：Basic／Advanced］

9 : 10～9 : 40
EL22-1． 臨床症状から考える遺伝学的解析の組み立て方

久保 亮治〈くぼ あきはる〉
神戸大学大学院医学研究科内科系講座皮膚科学分野

9 : 40～10 : 10
EL22-2． さまざまな遺伝学的検査の結果の解釈について学ぶ

花房 宏昭〈はなふさ ひろあき〉
神戸大学大学院医学研究科内科系講座小児科学分野

10 : 10～10 : 40
EL22-3． ゲノム医療と遺伝カウンセリング

大江 瑞恵〈おおえ たまえ〉
藤田医科大学大学院保健学研究科遺伝カウンセリング分野

10 : 40～11 : 10
EL22-4． 専門医試験問題から学ぶ遺伝性疾患と遺伝学的診断の基本のキ

河野 通浩〈こうの みちひろ〉
秋田大学大学院医学系研究科皮膚科学・形成外科学講座

ランチョンセミナー15 12:10～13:10
座長：横関 博雄（横関皮膚科クリニック）

LS15． 手汗多汗症患者を診察する機会が増えていませんか？
～アポハイドⓇローションの実臨床での有効性～

大嶋雄一郎〈おおしま ゆういちろう〉
愛知医科大学皮膚科

共催：久光製薬株式会社

イブニングセミナー12 17:10～18:10

爪白癬外用療法において，患者アドヒアランスを高めるには
………………………………………………………………座長：谷崎 英昭（関西医大）

ES12-1． 爪白癬外用療法の意義を考える～ルコナックⓇによる爪白癬治療成績～
下山 陽也1,2）〈しもやま はるなり〉
みぞのくち南口 皮ふのクリニック1），帝京大学医学部附属溝口病院2）

ES12-2． 爪白癬外用療法における患者アドヒアランスを高める工夫
楠原 正洋〈くすはら まさひろ〉
楠原皮膚科医院

共催：佐藤製薬株式会社/サンファーマ株式会社
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第 2日目 6 月 7 日（金） 第 9会場 1F Room C-2

教育講演23 9:10～11:10

肉芽腫性疾患の病態と診断，治療update オーガナイザー：山本 俊幸（福島県立医大）
浅井 純（京都府立医大）

［レベル：Basic／Advanced／Update］

9 : 10～9 : 40
EL23-1． サルコイドーシスの診断基準について―本邦におけるこれまでの変遷と海外の状況―

乾 直輝〈いぬい なおき〉
浜松医科大学呼吸器内科/臨床薬理学講座

9 : 40～10 : 10
EL23-2． サルコイドーシス診断における皮膚科医の役割と貢献度の再考

山本 俊幸〈やまもと としゆき〉
福島県立医科大学皮膚科

10 : 10～10 : 40
EL23-3． サルコイドーシスの病因論

江石 義信〈えいし よしのぶ〉
東京医科歯科大学人体病理学

10 : 40～11 : 10
EL23-4． リポイド類壊死症 update

浅井 純〈あさい じゅん〉
京都府立医科大学大学院医学研究科皮膚科学

ランチョンセミナー16 12:10～13:10

Psoriatic Diseaseを考慮した乾癬治療戦略 ……座長：森田 明理（名古屋市立大）
山﨑 文和（東海大）

LS16-1． IL-23阻害薬の長期使用例から見えてくること
十一 英子〈といち えいこ〉
独立行政法人国立病院機構京都医療センター皮膚科

LS16-2． Psoriatic Diseaseに対する Guselkumabの有効性
大塚 篤司〈おおつか あつし〉
近畿大学医学部皮膚科学教室

共催：ヤンセンファーマ株式会社/大鵬薬品工業株式会社
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イブニングセミナー13 17:10～18:10

再生医療を用いた白斑治療～メラノサイト含有自家培養表皮を如何に使うか～
……………………………………………………………座長：鶴田 大輔（大阪公立大）

鈴木 民夫（山形大）

ES13-1． ジャスミンの適正使用指針について
鈴木 民夫〈すずき たみお〉
山形大学医学部皮膚科

ES13-2． 外科的治療におけるジャスミンの立ち位置
種村 篤〈たねむら あつし〉
大阪大学大学院医学系研究科皮膚科

共催：株式会社ジャパン・ティッシュエンジニアリング
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第 2日目 6 月 7 日（金） 第 10会場 1Fアネックスホール 2

スポンサードシンポジウム2 9:10～11:10

『かゆみ』にNO！アトピー性皮膚炎治療の疾病負荷改善の先に！
………………………………………………………………座長：中原 剛士（九州大）

小宮根真弓（自治医大）

SSY2-1． AD治療におけるかゆみマネジメントの重要性
中原 剛士〈なかはら たけし〉
九州大学大学院医学研究院皮膚科学分野

SSY2-2． かゆみと睡眠障害 評価と対策
江畑 俊哉〈えばた としや〉
ちとふな皮膚科クリニック（東京都世田谷区）

SSY2-3． Mechanism of action and place of JAKi in the management of AD
Stephan Weidinger
Chair and Director, Department of Dermatology and Allergy, University Hospital
Schleswig-Holstein, Kiel, Germany

SSY2-4． Understanding the burden of disease in your patients with atopic dermatitis
Rodney Sinclair
Professorial Fellow, University of Melbourne Department of Medicine（St.Vincent’s
Hospital）, Director, Sinclair Dermatology

共催：ファイザー株式会社

主催校企画5 12:10～13:10

Messages to young dermatologists：
How to develop your clinical skills? …………………座長：大山 学（杏林大）

神戸 直智（京都大）

12 : 10～12 : 40
SP5-1． Messages to Young Dermatologists：How to Develop Your Clinical Skills

William D. James
Professor Emeritus, University of Pennsylvania, PA, USA

12 : 40～13 : 10
SP5-2． Messages to young dermatologists：How to develop your clinical skills

Jean L. Bolognia
Yale University School of Medicine, New Haven, CT, USA
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特別講演6 17:10～18:10

ワクチン開発とバリア研究の未来を考える ………………座長：今福 信一（福岡大）

SL6-1． Interactions between host and pathogens at the barriers
Cevayir Coban
Division of Malaria Immunology, Department of Microbiology and Immunology, IMSUT,
the University of Tokyo

SL6-2． ワクチンサイエンスとデザイン研究の近未来“Vaccine science and design and beyond”
石井 健〈いしい けん〉
東京大学医科学研究所感染・免疫部門ワクチン科学分野
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第 2日目 6 月 7 日（金） 第 11会場 Room157

教育講演24 9:10～11:10

会頭特別企画 How to develop your career and leadership skills?
…………………………………………………オーガナイザー：多田 弥生（帝京大）

山口 由衣（横浜市立大）

［レベル：Advanced／Update］
9 : 10～9 : 20 イントロダクション

青山 裕美（川崎医科大学皮膚科学教室）
岸部 麻里（旭川医科大学皮膚科学講座）

9 : 20～9 : 35
EL24-1． How to develop your career and leadership skills

Jean L. Bolognia
Yale University School of Medicine, New Haven, CT, USA

9 : 35～9 : 50
EL24-2． How to develop your career and leadership skills

John A. McGrath
St John’s Institute of Dermatology, King’s College London, London U.K.

9 : 50～10 : 05
EL24-3． Career and Leadership Development―Lessons for Japanese Dermatologists

Pawinee Rerknimitr
Department of Medicine, Chulalongkorn University, Bangkok, Thailand

10 : 05～10 : 20
EL24-4． Fostering Gender Equity in Academic Dermatology

Dedee F Murrell
The George Institute for Global Health, University of NSW, Sydney, Australia

10 : 20～10 : 35
EL24-5． Career and Leadership Development. Lessons for Japanese Dermatologists

山本 明美〈やまもと あけみ〉
旭川医科大学皮膚科

10 : 35～11 : 10 Roundtable discussion望ましいリーダーとは？実現する為の現状の問題点

ランチョンセミナー17 12:10～13:10
座長：今福 信一（福岡大）

LS17． 神経線維腫症 1型診療 Up-To-Date
吉田 雄一〈よしだ ゆういち〉
鳥取大学皮膚科

共催：アレクシオンファーマ合同会社



プ
ロ
グ
ラ
ム

６
月
７
日

1093

イブニングセミナー14 17:10～18:10

次世代機種6.78MHzモノポーラRFを用いた臨床
……………………………………………………座長：黃 聖琥（KO CLINIC ＆ Lab）

ES14-1． OligioXを用いたアジア人症例の紹介
朝日 律子〈あさひ りつこ〉
クレシアスキンケアクリニック

ES14-2． RFと HIFUの違いおよびコンビネーション治療の重要性
黃 聖琥〈こう せいこ〉
KO CLINIC ＆ Lab

共催：WONTECH JAPAN株式会社
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第 2日目 6 月 7 日（金） 第 12会場 B2Fプリンスホール

教育講演25 9:10～11:10

皮膚がんへの免疫チェックポイント阻害薬による最新治療―基礎から臨床
まで― …………………………オーガナイザー：中村 泰大（埼玉医大国際医療センター）

猪爪 隆史（千葉大）

［レベル：Advanced］

9 : 10～9 : 35
EL25-1． がん免疫療法の基礎

冨樫 庸介〈とがし ようすけ〉
岡山大学学術研究院医歯薬域（医学系）腫瘍微小環境学分野

9 : 35～10 : 00
EL25-2． 免疫チェックポイント阻害薬による最新治療―メラノーマ―

中村 泰大〈なかむら やすひろ〉
埼玉医科大学国際医療センター皮膚腫瘍科・皮膚科

10 : 00～10 : 25
EL25-3． 免疫チェックポイント阻害薬による最新治療―上皮系皮膚悪性腫瘍―

舩越 建〈ふなこし たける〉
慶應義塾大学医学部皮膚科

10 : 25～10 : 50
EL25-4． 臨床研究と基礎研究から考える現状と課題

猪爪 隆史〈いのづめ たかし〉
千葉大学大学院医学研究院皮膚科学

10 : 50～11 : 10 総合討論
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第 2日目 6 月 7 日（金） 第 13会場 B2Fゴールドルーム

教育講演26 9:10～11:10

広がる自己炎症性疾患の世界 …………………オーガナイザー：神戸 直智（京都大）
金澤 伸雄（兵庫医大）

［レベル：Update］
9 : 10～9 : 20 オーバービュー拡大する自己炎症の世界

9 : 20～9 : 50
EL26-1． Update in Autoinflammatory Disease

Lori Broderick1,2）

Division of Allergy, Immunology ＆ Rheumatology, University of California,
San Diego1），Rady Children’s Hospital, San Diego, USA2）

9 : 50～10 : 15
EL26-2． 自己炎症性疾患診療に於ける IL-18の位置づけ

八角 高裕〈やすみ たかひろ〉
京都大学大学院医学研究科エコチル調査京都ユニットセンター

10 : 15～10 : 45
EL26-3． 皮膚科医も遭遇する VEXAS症候群の最新の知見

桐野 洋平〈きりの ようへい〉
横浜市立大学大学院医学研究科幹細胞免疫制御内科学

10 : 45～11 : 10
EL26-4． 自己炎症性 I型インターフェロン異常症

金澤 伸雄〈かなざわ のぶお〉
兵庫医科大学皮膚科学


